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　アイヌ民族の
伝承では、天の
川のどこかに人
生を全うした人
が死ぬと帰って
ゆくところがあ
るそうです。そ
して、人の魂は
生まれ変わるためにその場所から再び地上に戻ってき
ます。そのときウワリカムイ（u－互いに（母子のこと） 
a－座る re－させる kamuy－神）というお産の神様
が道案内のためその人の魂に付き添ってきます。この
神様はその魂を母親のお腹におさめ、成長が順調なの
を見届け、出産後、産後の肥立ちを確めると天上界に
戻っていきます。万が一子どもが出産で亡くなってし
まった場合には、父親はウワリカムイに、妻が再び妊
娠できるようになるまでの間は、子どもの魂を連れて
この世を見せて楽しませ、再びその魂を胎内に戻して
欲しい、などと願うのです。また、子どもの誕生に際
しては、ウワリカムイとは別に、一生を通じてその子
を守るトウレンカムイ（turen－憑

つ

いている kamuy－
神）と呼ばれる憑

つき

神
がみ

も一緒にやってきます。この神様
は、人が死ぬまで連れ添い、その人が亡くなると共に
天上界に帰着するとそこでお別れします。女性には男
性、男性には女性の憑神がつくのだそうです。憑神の
正体はさまざまで、始

し

祖
そ

神
しん

であることもあり、自然界
の生物や自然神などであることもあります。また、子
どもが誕生する際には男系、女系の先祖が相談し、そ
れぞれに属する魂の中から候補者を選出し、前世の評
価をし合って、どちらを誕生させるかを決めます。女
の子しか生まれない場合は、男系の先祖に優れたもの
がいないからということになります。時には対等の状
態と判断され、双子ということもあり得ます。
　さて、憑神ですが、憑神が何者であるかによって結
果が大きく異なることがあります。現在の釧路市浦見
町は、アイヌ時代はウラリマイ（urar－霧 oma－そ
こにある i－ところ）という場所で、かつてコタンが

ありました。そこ
に和名は浦見琢
蔵、アイヌ名ラミ
タクエカシ（ram
－心で itak－話す 
ekasi－長老）ま
たはラミタカイヌ
（ram－心で itak

－話す aynu－人）と呼ばれた人がいました。あるとき、
ラミタクエカシは釧路川を遡

さかのぼ

り美幌峠を越え、阿寒湖
に至りましたが、そこで美幌から来たアイヌとささい
なことで口論のあげくチャランケで決着をつけること
になりました。チャランケとはアイヌ式の討論による
紛争解決方法です。チャランケの当事者は、自分の主
張を節に乗せて発言し、場合によっては弁護人が代行
や補佐をすることがあります。その雄弁な討論は、
アイヌ社会では一種の娯楽のようにも考えられていま
した。チャランケがあるというと、ニュースはまたた
く間に地域に広がり、人々は食料持参で山越えをして
でも見物に出かけたそうです。紛争の当事者同士は自
分がどのくらいの知識があるかを披露しなければなら
ないため、博識かつ弁舌に優れている必要がありまし
た。その論法は、ウチャシクマという先祖からの言い
伝えである故

こ

事
じ

来
らい

歴
れき

談を引用して自分の主張の根拠と
したので、より多くの言い伝えを知っているほうが有
利になります。ラミタクエカシのチャランケは六日六
晩延々と続き、勝利を収めたのはラミタクエカシでし
た。というのは、ラミタクエカシの憑神はシマフクロ
ウの神（コタンコロカムイ）で、美幌の人の憑神はカッ
パ（ミントゥチ）だったからです。シマフクロウは夜
行性のため夜に強く、カッパはお皿の水が無くなると
元気を失います。チャランケがあまりに長く続いたた
め、カッパのお皿の水が無くなり、美幌のアイヌはつ
いに力尽きて後方へ仰向けにひっくり返ってしまった
そうです（アイヌ語ではマカオクシ、maka－後ろへ 
okus－倒れる）。このお話は実話として伝えられてい
ます。

カッパとシマフクロウのカッパとシマフクロウの
チャランケチャランケ
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